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（百万円未満切捨て）

（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 716,444 38.5 74,510 173.1 76,621 172.9 51,051 171.2

2022年3月期第3四半期 517,162 － 27,278 － 28,074 － 18,827 －

（注）包括利益2023年3月期第3四半期 62,282百万円 （198.3％） 2022年3月期第3四半期 20,880百万円 （－）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 211.89 211.83

2022年3月期第3四半期 78.14 78.06

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 2,830,413 991,346 32.3

2022年3月期 2,722,841 915,363 32.0

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 914,167百万円 2022年3月期 870,348百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2023年3月期 － 25.00 －

2023年3月期（予想） 25.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 975,000 30.7 85,000 116.8 84,000 118.5 45,000 110.1 186.78

1．2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

（注）2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しており、2022年3月期第

3四半期に係る各数値は当該会計基準等を適用した後の金額となっていることから、増減率は記載していません。

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想につきましては、本日公表の「2023年3月期 第3四半期決算補足説明資料（第3四半期決算及び通期連

結業績予想修正）」をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Ｑ 254,281,385株 2022年3月期 254,281,385株

②  期末自己株式数 2023年3月期3Ｑ 13,374,250株 2022年3月期 13,332,196株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Ｑ 240,934,793株 2022年3月期3Ｑ 240,952,374株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規　1社（社名）PT CPM ASSETS INDONESIA

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は添付資料6ページ「会計方針の変更」をご覧ください。

（4）発行済株式数（普通株式）

（注）1　役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式を自己株式数に含めています。

（期末自己株式数：2023年3月期3Ｑ　374,149株、2022年3月期　399,468株）

2　持分法適用関連会社が所有する当社株式の当社帰属分を自己株式数に含めています。

（期末自己株式数：2023年3月期3Ｑ　1,219,357株、2022年3月期　1,161,451株）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づき作成したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

実際の業績等は、今後様々な要因により予想と大きく異なる場合があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページにも掲載することとしています。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,331 46,429

受取手形及び売掛金 112,568 113,150

販売土地及び建物 166,331 183,843

商品及び製品 2,372 2,536

仕掛品 2,131 5,669

原材料及び貯蔵品 5,464 6,230

その他 46,018 47,529

貸倒引当金 △408 △458

流動資産合計 365,811 404,929

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 646,407 646,321

機械装置及び運搬具（純額） 60,314 57,485

土地 973,012 1,016,616

建設仮勘定 218,215 227,389

その他（純額） 25,023 23,890

有形固定資産合計 1,922,974 1,971,703

無形固定資産

のれん 9,655 7,914

その他 27,856 26,555

無形固定資産合計 37,512 34,469

投資その他の資産

投資有価証券 316,231 339,935

繰延税金資産 7,218 7,022

退職給付に係る資産 18,505 18,627

その他 54,917 54,063

貸倒引当金 △329 △338

投資その他の資産合計 396,544 419,310

固定資産合計 2,357,030 2,425,483

資産合計 2,722,841 2,830,413

四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 40,699 42,235

未払費用 16,853 15,709

短期借入金 145,737 186,878

コマーシャル・ペーパー 50,000 －

１年内償還予定の社債 7,000 30,000

リース債務 3,834 3,845

未払法人税等 6,380 6,629

賞与引当金 3,682 1,859

その他 152,471 131,980

流動負債合計 426,659 419,138

固定負債

長期借入金 649,476 670,989

社債 230,000 230,000

リース債務 9,916 9,585

繰延税金負債 176,516 185,487

再評価に係る繰延税金負債 5,182 5,182

退職給付に係る負債 62,795 62,454

長期前受工事負担金 117,561 127,131

その他 129,369 129,096

固定負債合計 1,380,818 1,419,927

負債合計 1,807,477 1,839,066

純資産の部

株主資本

資本金 99,474 99,474

資本剰余金 147,358 147,342

利益剰余金 645,212 684,132

自己株式 △48,713 △48,734

株主資本合計 843,332 882,215

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,756 20,726

繰延ヘッジ損益 7 △252

土地再評価差額金 5,499 5,499

為替換算調整勘定 435 4,081

退職給付に係る調整累計額 2,317 1,897

その他の包括利益累計額合計 27,016 31,952

非支配株主持分 45,014 77,178

純資産合計 915,363 991,346

負債純資産合計 2,722,841 2,830,413
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（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2021年 4月 1日
　至　2021年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2022年 4月 1日

　至　2022年12月31日)

営業収益 517,162 716,444

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 470,334 620,069

販売費及び一般管理費 19,549 21,864

営業費合計 489,884 641,934

営業利益 27,278 74,510

営業外収益

受取利息 120 204

受取配当金 856 878

持分法による投資利益 6,345 7,555

雑収入 1,390 1,741

営業外収益合計 8,712 10,379

営業外費用

支払利息 6,435 6,324

雑支出 1,481 1,944

営業外費用合計 7,917 8,268

経常利益 28,074 76,621

特別利益

工事負担金等受入額 27,155 1,262

投資有価証券売却益 3,699 1,937

雇用調整助成金 8,632 567

その他 1,380 1,169

特別利益合計 40,866 4,937

特別損失

固定資産圧縮損 27,176 1,155

新型コロナウイルス関連損失 8,526 1,025

その他 830 1,004

特別損失合計 36,533 3,184

税金等調整前四半期純利益 32,407 78,373

法人税、住民税及び事業税 6,556 14,610

法人税等調整額 4,199 9,318

法人税等合計 10,755 23,929

四半期純利益 21,651 54,443

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,823 3,391

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,827 51,051

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第3四半期連結累計期間）

- 4 -

阪急阪神ホールディングス㈱（9042）2023年3月期 第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2021年 4月 1日
　至　2021年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2022年 4月 1日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 21,651 54,443

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,361 2,404

繰延ヘッジ損益 △32 △259

為替換算調整勘定 1,246 4,982

退職給付に係る調整額 △464 △439

持分法適用会社に対する持分相当額 △159 1,150

その他の包括利益合計 △771 7,838

四半期包括利益 20,880 62,282

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 17,355 56,313

非支配株主に係る四半期包括利益 3,524 5,968

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年6月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルスの影響の考え方）

新型コロナウイルスの影響を合理的に算定することは依然として困難な状況ですが、当該影響を繰延税金資

産の回収可能性等の会計上の見積りに反映するにあたり、2023年3月期については、連結財務諸表作成時に入手

可能な情報に基づき、次のような仮定を置いており、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した内容から、

重要な変更はありません。

当社グループに影響する社会経済活動は、大別すると以下の3ステップを経て徐々に回復していくとみていま

す。

第1ステップ（～2022年9月）：国内で近場での移動から人の往来が再開し、徐々に遠方へも含め復していく

とともに、フィジカル・ディスタンスの影響も次第に緩和されていく。

第2ステップ（2022年10月～2023年9月）：人の往来が日本国内だけでなく、世界全体で起こり、徐々に復し

ていく。

第3ステップ（2023年10月～）：新型コロナウイルスの影響が一応収束し、国内外の経済活動が相当程度回復

する。

なお、当社グループを取り巻く事業環境は、第3ステップに至ったとしてもコロナ前の状態に完全に復するわ

けではないとみています。

（新型コロナウイルス関連損失）

新型コロナウイルスの影響により、営業を停止又はイベントの開催を中止した際に、当該営業停止期間中に

発生した固定費や、当該イベントの開催準備及び中止のために直接要した費用等は「新型コロナウイルス関連

損失」として四半期連結損益計算書の特別損失に計上しています。
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